
男女共同参画市民講座【秋田県由利本荘市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １１８ 千円

交付金額 ５９ 千円

事業番号 １

〇本市の女性の就業率は男性に比べ低い水準で、労働力人口が総人口を
上回るペースで減少していく中、女性活躍推進は重要な課題である。

〇市民の意識としては、男女平等、女性活躍推進の必要性を強く感じてい
ることがうかがえる一方で、施策効果等は実感しづらく、関心が希薄であ
る。企業関係者を含め、市民が女性活躍推進をはじめとしたダイバーシ
ティやインクルージョン、新しい働き方といったテーマについて学び合い、
地域全体で機運醸成、普及・啓発を図る機会の創出が必要である。

○女性活躍、ダイバーシティ、インクルージョン、ワーク・ライフ・バランス等
の推進の意義、メリット等について、広く市民、企業関係者等に理解を深
めてもらう機会とし、地域全体の機運醸成を図る。

○目標 講座の満足度（参加者アンケート）
回答「とても満足」と「少し満足」の合計 ８０％以上

①「男女共同参画と無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）を知る」
と題した講演、②講演を踏まえたワークショップ（意見交換会）を実施し、
参加者が身近なアンコンシャス・バイアスについて認識する機会を設け、
市民がより生きやすい、誰もが活躍できる環境づくりについて相互に考え
理解を深める機会を創出。

由利本荘市男女共同参画推進協議会、あきたＦ・Ｆ推進員、市民活動団体、
由利本荘市商工会、秋田県、秋田県中央男女共同参画センター、にかほ市

○講演で男女共同参画や自身のあるいは身の回りのアンコンシャス・バイア
スについて気づき、知識を得る機会を設け、ワークショップで意見交換を行
うことで自分の気づきや周りの人の気づきを共有し、当事者意識の醸成を
図ることができた。

○参加者からは、アンコンシャス・バイアスの意味が理解できた、グループ
ワークが有意義だったなどの感想が複数寄せられ、意識の高まりが感じら
れた。

○「とても満足」と「少し満足」の回答（参加者アンケート）
目標８０％以上⇒実績９３％

事業所等から業務の一環としての参加を見込み平日に開催し、参加者が
気軽に参加できるような時間配分を設定したが、参加者から意見交換の
時間が足りなかったなどの意見もあったことから、より多くの方が参加し
やすい日程や周知の仕方、構成などを見直し、 より効果的な事業実施へ

つなげたい。



事業の概要

男女共同参画市民講座・・・令和５年９月１９日（火）開催

テーマ：アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見・思い込み）

 講演「男女共同参画と無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス
を知る」
講師：秋田大学教育文化学部 教授 和泉 浩 氏

 ワークショップ（意見交換会）
ファシリテーター：あきたF・F推進員等

 グループ意見交換
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